
東京大学計算科学アライアンス規則	
 

（平成２８年	
 	
 ６月１０日	
 	
 制	
 	
 定）	
 

（平成２８年	
 １０月３日	
 改	
 定）	
 

	
 

	
 （設置）	
 

第１条	
 東京大学の以下の部局（以下「参加部局」という）は共同して計算科学アライアン	
 

ス（以下「アライアンス」という。）を置く。	
 

情報理工学系研究科、理学系研究科、工学系研究科、情報基盤センター、新領域創成

科学研究科、情報学環、数理科学研究科、物性研究所、地震研究所、大気海洋研究所、

カブリ数物連携宇宙研究機構、生産技術研究所、医科学研究所	
 

	
 （目的）	
 

第２条	
 アライアンスは、計算科学およびその応用に関する教育と研究を学内関連部局、

国内外の研究拠点と連携して推進することを目的とする。	
 

	
 (メンバー)	
 

第３条	
 東京大学において計算科学の研究と教育に関与し、その推進に関心を持つ教員は

アライアンスメンバー(以下「メンバー」という)となる資格を持つ。	
 

２.	
 メンバーとなることを希望するものは第４条で規定するアライアンス代表に申請し、

アライアンス運営委員会(以下、運営委員会)の承認を経てメンバーに加わることが出来

る。	
 

	
 （代表）	
 

第４条	
 アライアンスに、アライアンス代表(以下、代表)を置く。	
 

２.	
 代表は、参加部局の教授のなかから運営委員会の議を経て、決定する。	
 

３.	
 代表は、運営委員会委員長を兼ね、その管理及び運営を統括する。	
 

４．	
 代表は、アライアンス会議議長を兼ね、議事を統括する。	
 

５．	
 代表の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。	
 

６．	
 代表に事故があるときは、副代表がその職務を代理する。	
 

７．	
 代表を運営委員会の議を経て 2 名(共同代表)を選出することは妨げない。	
 

	
 (副代表者)	
 

第５条	
 アライアンスに副代表を置くことができる。副代表は代表が指名する。	
 

	
 （運営委員会）	
 

第６条	
 アライアンスに運営委員会を置く。	
 

２.	
 運営委員会は、第 7 条で規定するアライアンス会議の議論を踏まえながら、東京大学

における計算科学教育を推進するとともに、アライアンスの運営と学部・研究科間の連携

に関する事項を審議し決定する。	
 

３.	
 運営委員会は、委員長及び委員若干名をもって組織し、任期を 2 年とし、再任を妨げ

ない。	
 

４.	
 委員長は、代表をもって充てる。	
 

５.	
 委員は、次の各号に掲げる者をもって組織する。	
 

（１）アライアンス会議で推挙される教授または准教授若干名	
 

（２）委員長が指名する教授及び准教授若干名	
 

６.	
 運営委員会のもとに個別の課題を検討するためのワーキンググループを置くことが

出来る。	
 

(アドバイザリーボード)	
 

第 7 条	
 代表と運営委員会は各部局長を通じてアライアンス参加部局に対し、定期的に活

動内容を報告・諮問するとともに、参加部局間およびアライアンスと参加部局の連携に

ついて協議する。	
 

(アライアンス会議)	
 

第８条	
 アライアンス会議を代表の招集により開催し、以下の事項について審議する。	
 

(１)運営委員の推挙	
 

(２)アライアンス規則の改廃	
 



(３)運営委員会が附議した事項	
 

また、計算科学教育、研究の推進について関連のある事案を協議、意見・情報交換する。

アライアンスメンバーはこの会議に出席できる。	
 

２.	
 	
 アライアンス会議の議長は、アライアンス代表が務める。	
 

	
 （事務）	
 

第９条	
 アライアンスの事務の処理については、別に定める。	
 

	
 （補則）	
 

第１０条	
 この規則に定めるもののほか、アライアンスの管理運営その他の必要な事項は、

代表が別に定める。	
 

第１１条	
 	
 この規則の改廃は、運営委員会の議論を踏まえて、アライアンス会議で審議し、

承認を経て発効する。	
 

第１２条	
 アライアンスの規定した修了条件を満たした学生には、学部卒業時あるいは修

士・博士修了時に修了証を発行する。修了証には学部名あるいは研究科名を添えるもの

とする。なお修了条件は別に定めるものとする。	
 

	
 

	
 	
 	
 附	
 則	
 

1.  この規則は、平成２８年６月１０日から施行し、平成２８年６月１０日から適用する。	
 
2.  平成２８年１０月３日改定（第１２条付加）	
 
	
 


